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台風と防災 まとめプリント

重要語一覧  台風 熱帯低気圧 反時計回り 進路 太平洋高気圧 偏西風 強風 大雨 高潮 土砂災害

ハザードマップ 避難経路 非常用持ち出し袋

学ぶべきこと

Lesson 01  台風とは何か

重要語：台風 ｜ 熱帯低気圧 ｜ 反時計回り

問 台風とはどんな天気現象か。

答 熱帯の海上で発生した低気圧のうち、最大風速が秒速17.2m以上になったものを「台風」という。

問 台風の周りでは風はどちら回りに吹くか。

答 上から見て「反時計回り」である。中心に向かって渦を巻いて吹き込む。

まとめ：台風＝熱帯生まれの強い低気圧。風は反時計回りに吹く。

Lesson 02  台風の進路

重要語：進路 ｜ 太平洋高気圧 ｜ 偏西風

問 台風はどんな経路をたどることが多いか。

答 南の海上で発生し、太平洋高気圧のふちに沿って西から北に進み、日本付近で偏西風に乗って東へ向きを変

える。

問 台風はなぜ陸地に上陸すると弱くなるか。

答 台風のエネルギーは海面からの水蒸気である。陸地ではその供給がなくなるため、勢力が弱まる。

まとめ：台風は南から発生し、北上 → 東へ向きを変える。陸では弱まる。



Lesson 03  台風による災害

重要語：強風 ｜ 大雨 ｜ 高潮 ｜ 土砂災害

問 台風がもたらす主な災害を4つあげよ。

答 強風による被害、大雨による洪水、高潮、山が崩れる土砂災害の4つである。

問 「高潮」とはどんな現象か。

答 台風による気圧の低下と強風によって、海面が異常に高く盛り上がる現象である。沿岸部の浸水を引き起こ

す。

まとめ：台風の被害は「強風・大雨・高潮・土砂災害」の4種類が代表的である。

Lesson 04  家族でできる防災行動

重要語：ハザードマップ ｜ 避難経路 ｜ 非常用持ち出し袋

問 台風が近づく前に確認すべき地図とは何か。

答 「ハザードマップ」である。住む地域で水害や土砂災害がどこで起こりやすいかが色分けされている。

問 家庭で備えておくべき非常用持ち出し袋には何を入れるか。

答 水・食料・懐中電灯・電池・救急用品・着替え・防寒具・現金など、避難先で3日間過ごせるものを入れて

おく。

問 台風が来る前にやっておくべき家の備えは何か。

答 飛びそうな物を家の中にしまう、窓に飛散防止フィルムや養生テープを貼る、雨どいの掃除をする、などが

ある。

まとめ：備えの基本は「ハザードマップ確認・非常持ち出し袋・家の補強」。

寄り道コラム

Lesson 01  線状降水帯とは何か

重要語：線状降水帯 ｜ 集中豪雨 ｜ 積乱雲

問 線状降水帯とはどんな現象か。

答 同じ場所で次々に積乱雲が発生し、線のように並んで長時間にわたって激しい雨を降らせる現象である。

問 なぜ被害が大きくなりやすいか。

答 同じ地域に長時間雨が降り続けるため、川の氾濫や土砂災害が起きやすくなる。

まとめ：線状降水帯＝積乱雲が次々と発生し、同じ場所に長時間の豪雨をもたらす現象。
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